
区分 経費区分

実
行
予
算

補
助
金

そ
の
他

 国庫 起債
その他
特定
財源

 一般
拡
充

継
続

整
理
統
合

縮
減

休
止

廃
止

終
期
の
見
直
し

完
了

そ
の
他

見直し額

ＩＴビジネスマッチング推進事業 継続 政策的経費 革新と創造で伸びゆく福井の企業 福井経済新戦略 ○ H30 2 4,348 0 0 500 3,848 ○ △ 306

Ｅビジネス・キャリアアップ支援事業 継続 政策的経費 革新と創造で伸びゆく福井の企業 福井経済新戦略 ○ H25 6 0 0 0 0 0 ○ △ 3,298

ふくいｅ－オフィスプロジェクト事業 継続 政策的経費 革新と創造で伸びゆく福井の企業 福井経済新戦略 ○ H26 6 552 0 0 0 552 ○ 0

県民衛星プロジェクト支援事業 継続 政策的経費 革新と創造で伸びゆく福井の企業 福井経済新戦略 ○ ○ H27 5 185,464 92,732 0 0 92,732 ○ 0

ふくい創業者育成プロジェクト 継続 政策的経費 人口減少に歯止めをかける徹底戦略 福井経済新戦略 ○ H27 5 5,350 0 0 0 5,350 ○ △ 3,595

ＩｏＴ・ＡＩ普及促進事業 継続 政策的経費 革新と創造で伸びゆく福井の企業 福井経済新戦略 ○ ○ H29 3 63,229 31,614 0 0 31,615 ○ 0

宇宙技術および科学の国際シンポジウム（ＩＳＴＳ）開催事業 継続 政策的経費 革新と創造で伸びゆく福井の企業 福井経済新戦略 ○ ○ H29 3 11,135 5,567 0 0 5,568 ○ 0

学生ベンチャー・チャレンジ応援事業 継続 政策的経費 人口減少に歯止めをかける徹底戦略 福井経済新戦略 ○ H30 2 2,865 0 0 0 2,865 ○ 0

福井しあわせ健康産業創出支援事業 拡充 政策的経費 革新と創造で伸びゆく福井の企業 福井経済新戦略 ○ ○ H25 7 13,200 8,311 0 300 4,589 ○ 0

ロボット導入支援事業 継続 政策的経費 革新と創造で伸びゆく福井の企業 福井経済新戦略 ○ H30 2 4,672 2,336 0 0 2,336 ○ △ 994

宇宙産業拡大支援事業 新規 政策的経費 革新と創造で伸びゆく福井の企業 福井経済新戦略 ○ ○ H31 1 43,562 34,322 0 0 9,240 0

Ｕ・Ｉターン移住就職等支援事業 新規 政策的経費 人口減少に歯止めをかける徹底戦略 福井経済新戦略 ○ H31 1 9,199 3,099 0 0 6,100 0

6 10 1 343,576 177,981 800 164,795 1 5 0 3 0 0 0 1 0 △ 8,193

平成３０年度事業評価結果(課・室)総括表
会計区分 一般会計

課・室名 新産業創出課 （単位：千円）

 評 価 に 基 づ く 今 後 の 対 応

事            業           名
福井ふるさと元気宣言

における位置付け
関連する県の計画等

事業区分

事業
開始
年度

経過
年数

平成
３1年度
予算額

 財源内訳



課長名

■ □ H30 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 2 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

事業主体

補助率

自 治 事 務

法 定 受 託 事 務

事 務
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 産業労働部

補助

前事業の有無・実績

事業名

（実績）

課名

定額

　県内でＩｏＴの活用に関心のある企業 ［想定される受益者数］ 50人

事業実施方法

□ その他

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点

ＣＥＡＴＥＣ２０１８に県内企業８社と共同出展。 ＩＴ企業リストの冊子を作成しない

事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

新産業創出課 三上茂輝

（公財）ふくい産業支援センター

縮減 □ 終期の見直し 見直し額

□ 整理統合 □ 廃止

□ 拡充 ■

□ 継続 □ 休止

△ 306

□ 完了

事業評価

ＩＴビジネスマッチング推進事業

補 助 金 H32

実行予算

そ の 他

［事業目的］

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

関連する県の計画等
ビジョン  〔

政　　策  〔

元気な産業

革新と創造で伸びゆく福井の企業
〔 〕福井経済新戦略

事 業
区 分

市町との連携状況

 ＩＴ企業リストの作成や展示会への共同出展をとおして県内のＩＴ企業の情報を広く周知することで、ＩｏＴ・ＡＩ・マルチメディア分野など「次世代ＩＴ」を活
用した県内中小企業の課題解決や新たな付加価値の創造、新ビジネスの創出を促進する。

（１）県外企業と県内企業とのビジネスマッチング (１回)
　　　県外企業と県内企業とのビジネスマッチングの機会を提供することにより、県内企業の成長とＩｏＴ・ＡＩ技術の活用を含めたIT産業の活性化を目指す。

（２）県内ＩＴ関連企業調査
　　　県内ＩＴ関連企業の業務内容（事業内容、使用言語等）を調査し、ＩＴ企業とのビジネスマッチングの際の参考資料として活用する。

［受益者］
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課長名

■ □ H30 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 2 年

(諸)

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

4,654

4,554

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

(12)

(10)

8

■ 無

□ 有

継続 産業労働部区分

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度

H32

そ の 他

事業費 国庫 起債

経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名

その他

前年度までの
主な増減理由

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

補 助 金

当 初 予 算 額 の 推 移 4,348

区分 一般財源 国庫、その他財源の名称等

予算額

4,348 500 3,848 出展料企業負担金

三上茂輝課名 新産業創出課

事業主体 （公財）ふくい産業支援センター

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

他県の状況
・大規模展示会（ＣＥＡＴＥＣ等）への自治体の共同出展は、東京都や
宮崎県で実績あり
・ＩＴ企業調査は、青森県で実施実績あり

関連事業の有無・
役割分担

活動指標
大規模展示会への県内企
業出展数

(10)

事業名

（役割分担）

区　　　　　　分 ３１年度

成果指標
県外企業とのビジネス
マッチングの数

(12)

事業実施方法 補助

補助率 定額 法 定 受 託 事 務

事 務
区 分

自 治 事 務 実行予算

ＩＴビジネスマッチング推進事業

実績等を踏まえた３１年度の変更点

ＩＴ企業リストの冊子を作成しない

目標・指標の考え方・積算根拠

展示会でのマッチング：10社×1回
ＩＴ企業調査でのマッチング：2回

事 業
区 分

事業
開始
年度
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課長名

■ □ H25 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 6 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

Ｅビジネス・キャリアアップ支援事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 内 部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 三上茂輝

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 H30

事業主体 （公財）ふくい産業支援センター
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 定額 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 革新と創造で伸びゆく福井の企業

［事業目的］

　インターネットにおける通販・取引市場が拡大する中、ネット通販・取引サイトの制作指導等を行う「ネット通販・取引支援センター」（福井県産業情報センター
内）を通じ、県内事業者のインターネットを活用した販路拡大を図る。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な産業
関連する県の計画等 〔 福井経済新戦略

（１） スキル伝授ワークショップの開校
　　　 県内の学生、女性を対象に、各分野の専門家が専門分野についての「スキル伝授ワークショップ（講師と受講者が積極的に交流でき、受講者の持つスキルや
     ビジネスプランを磨く場）」を開催
　　（内容）有効な集客策（広告、SEO（検索エンジン最適化）対策）、リピーターの確保対策、ページの運用について（ページ制作、アクセス解析等）

（２） ネット通販の運営者との交流会の開催
　　　（１）の受講者を中心に参加を呼びかけ、人材確保を必要としている県内のネット通販運営企業との交流会を開催。

（３） ネット通販・取引に関する総合支援拠点「ネット通販・取引支援センター」の運営
　　　① ネット通販・取引サイト制作における個別相談、指導等
　　　② ネット通販・取引に関する関連書籍やＤＶＤの貸出

［受益者］ 　県内のネット通販人材 ［想定される受益者数］ 300人

前事業の有無・実績 市町との連携状況

事業名

　H25～27に実施した専門家派遣事業は、採択事業者が派遣を希望す
る専門家に重複がみられ、結果、希望する専門家を派遣できない状
況が続いたため、H28より複数名が受講できるワークショップ形式に
変更し、ネット通販運営企業等で活躍する人材の育成を実施した。
　H28.10時点で、セミナー1回、ワークショップを2回開催し、約30
名が受講した。
　また、平成２５年度に開設したネット通販・取引支援センターの
利用者は、例年増加しており、センターの存在が浸透している。

事業完了

□ 拡充 □ 縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止 ■ 完了

△ 3,298
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課長名

■ □ H25 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 6 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

4,526 3,433 3,322 3,298

4,526 3,433 3,306 3,298

4,474 3,135 3,188

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

(2) (2) (2)

1 1

(250) (300) (300) (300)

206 203 221

■ 無

□ 有

Ｅビジネス・キャリアアップ支援事業

部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 三上茂輝

事業主体 （公財）ふくい産業支援センター
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 内

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 H30

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

0

定額 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 0

事業完了２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標
参加者の関連分野への就
労人数

ワークショップへの参加予定人数２０人の１０％

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

Ｈ２５～２７年度で実施した専門家派遣事業（２０万円／社×１０社）を、Ｈ２８年度から、セミナー、ワークショップ開催事業に見直し

区　　　　　　分 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況
平成３０年度は、全国で２０府県がネット通販支援事業を実施
（平成３０年６月の日本ネット経済新聞による）

関連事業の有無・
役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標
ネット通販取引支援セン
ター相談件数

福井県産業情報センターに設置するネット通販支援センター
における相談対応件数
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課長名

■ □ H26 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 6 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

ふくいｅ－オフィスプロジェクト事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 三上茂輝

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 H33

事業主体 鯖江市
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 定額 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 革新と創造で伸びゆく福井の企業

［事業目的］

　今後成長が見込まれるＩＴ企業の本県への誘致実現をめざし、企業誘致補助を行う。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な産業
関連する県の計画等 〔 福井経済新戦略

（１） 県外ＩＴ企業を対象とした企業誘致補助制度の運用
 　（実施主体）　　市町
   （対象地域）　　県下全域
 　（補助対象経費）①土地建物の取得・改修　②土地建物の賃借　③事務機器等の取得　 ④事務機器等のリース　⑤通信回線使用料　⑥新規地元雇用にかかる費用
 　（補助率）　　　①～④１／２（県１／４、市町１／４）　⑤10/10　⑥雇用1人につき30万円※ＳＥやプログラマーなどの業務に携わる正社員に限る
　 （補助期間）　　３６か月間

［受益者］ サテライト進出を検討しているＩＴ企業 ［想定される受益者数］ 15人

前事業の有無・実績 市町との連携状況 県補助１／４に加え、市町が１／４を補助

事業名

　平成２７年度　１社誘致
　平成３０年度　１社誘致

30年度に土地建物の取得・改修費等の補助が完了したた
め、建物賃借料、通信回線使用料のみを補助

□ 拡充 □ 縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了
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課長名

■ □ H26 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 6 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

5,852 4,791 2,957 0

5,852 3,351 2,087 3,092

3,914 2,604 1,560

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

(2) (2) (2)

1 0 1

(1)

1

■ 無

□ 有

ふくいｅ－オフィスプロジェクト事業

部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 三上茂輝

事業主体 鯖江市
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 H33

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

552 552

定額 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 552

30年度に土地建物の取得・改修費等の補助が完了したため、建物賃借料、通信回線使用料の
みを補助

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標 誘致企業数
(2)

ＩＴ企業の県内誘致数

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

30年度2月補正　ＩＴ関連企業を県内に誘致し補助を開始

区　　　　　　分 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標 展示会等でのPR
(1)

CEATEC等展示会
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課長名

■ ■ H27 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 5 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

　

県民衛星プロジェクト支援事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 三上茂輝

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法  直営、補助 補 助 金 H32

事業主体  県、福井県民衛星技術研究組合
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 　2/3 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 革新と創造で伸びゆく福井の企業

［事業目的］

　国が宇宙産業の市場拡大（今後１０年間で１．６倍の５兆円）を目指すなか、人工衛星の製造や運用、ソフトウェア開発などにおいて、優れた技術を有する県内企
業の参入の可能性が広がっている。そのため、福井企業のドリームチームによる「県民衛星」製造プロジェクトを支援し、県内企業の宇宙産業分野への進出を図る。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な産業
関連する県の計画等 〔 福井経済新戦略

　（１）県民衛星の開発・打上げを支援
　　　①補助対象者　福井県民衛星技術研究組合
　　　②補助内容　　県民衛星の製造費、運用費を支援

　（２）技術研究組合運営費賦課金
　　　組合員負担金

　（３）ふるさと納税募集経費
　　　工業技術センター現場見学会開催費（案内状、郵送費）

［受益者］ 県内企業等 ［想定される受益者数］ ５５企業

前事業の有無・実績 市町との連携状況

事業名

・衛星の打上げを海外商用ロケットで行うことを決定（平成32年度
上半期打上げ）、ＪＡＸＡロケットへの搭載は辞退。衛星打上げ・
製造に関する覚書を(株)アクセルスペースと締結
・衛星打上げ・製造に関する契約を締結
・並行して衛星データを行政で使用するソフトの開発を推進

・平成32年度上半期の打上げに向け、平成31年度は県民衛
星の製造・試験を行う

□ 拡充 □ 縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

- 7 -



課長名

■ ■ H27 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 5 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

23,217 72,636 72,636

7,970 22,417 636 22,236

6,502 21,998 600

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

(20) (35) (50) (55)

25 43 51

□ 無

■ 有

県民衛星プロジェクト支援事業

部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 三上茂輝

事業主体  県、福井県民衛星技術研究組合
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法  直営、補助 補 助 金 H32

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

185,464 92,732 92,732 地方創生推進交付金

　2/3 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 185,464

・平成32年度上半期の打上げに向け、平成31年度は県民衛星の製造・試験を行う２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標
宇宙分野へ参入する
県内団体数

(目標) (55)
・宇宙産業創出研究会の参画企業数

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

・平成28年度は、組合が行う、県民衛星の基本仕様設計を支援
・平成29年度から、詳細設計、衛星本体の製造に係る経費を予算に計上
・平成30年度は、ロケットの打上げ方法を変更したことに伴い、ロケットの打上げ費用の前払いを予算に計上

区　　　　　　分 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

・宇宙技術および科学の国際シンポジウム（ＩＳＴＳ）開催事業
・宇宙産業拡大支援事業

事業名

（役割分担）

県内企業が中心となって行う県民衛星の開発・打上げを支援するとと
もに、衛星から取得したデータについて防災監視分野などへの活用
や、県内の子どもたちが宇宙科学に関心を持ってもらうよう教育に役
立てるなど、様々な行政分野に活用を図る。

活動指標
(目標)

（県民衛星打上げに向けたプロジェクトであり、活動指標の設定は困難）

実績
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課長名

■ □ H27 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 5 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了

△ 3,595

成果指標および活動指標について、目標を超えて達成している。

＜Ｈ２９実績＞
　・創業者数　　４９件　・相談件数　４５９件

＜Ｈ３０実績＞（１月末時点）
　・創業数　　　４４件　・相談件数　４０９件

事業見直しのため、創業相談窓口のみ継続

□ 拡充 ■ 縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

　県内の若者や女性、県外からのＵＩターン者などの創業予定者に対し、相談窓口を設置するなど創業に至るまでのサポート体制を整備
　（１）創業マネージャーの設置
　　　産業情報センターのコワーキングスペースを創業支援の拠点と位置付け、県内創業者の経営相談等に対応する創業マネージャーを常設する。
　（２）「女性創業相談窓口」の設置
　　　県内初の女性中小企業診断士が、女性特有の課題やワークライフバランスを重視した創業など、個別の相談に無料で対応する。

［受益者］ 県内での創業予定者等 ［想定される受益者数］ 相談窓口 ３００人

前事業の有無・実績 市町との連携状況 ・相談窓口の広報

事業名

〕
政　　策  〔 人口減少に歯止めをかける徹底戦略

［事業目的］

　情報センタービル内のコワーキングスペース等を活用し、女性や若者、移住希望者などの創業を支援する。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な社会
関連する県の計画等 〔 福井経済新戦略

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 H33

事業主体 (公財）ふくい産業支援センター
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 定額 法 定 受 託 事 務 そ の 他

ふくい創業者育成プロジェクト

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 三上茂輝
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課長名

■ □ H27 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 5 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

11,390 10,211 8,945 8,945

11,390 10,211 8,945 8,945

10,379 9,227 8,102

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

(13) (13) (13) (13)

20 39 49

(264) (264) (264) (264)

318 390 459

□ 無

■ 有

②学生ベンチャー・チャレンジ支援事業

他県の状況

・開業率とその全国順位【Ｈ29】
　石川県  4.1% 　35位
　富山県  3.3%　 41位
　福井県　3.3%　 43位
　厚生労働省「平成29年度雇用保険事業年報」

関連事業の有無・
役割分担

事業名 ①ふるさと企業育成ファンド（創業支援事業）

（役割分担）

①創業者への補助金（２／３、補助上限額２００万円）
②学生の斬新なアイディアを活かした起業にかかる経費を支援

活動指標 相談件数
(目標) (264)

創業マネージャー、女性創業相談窓口での相談件数

実績

成果指標 創業に至った件数
(目標) (13) H24-26 産業支援センターによる創業支援件数　平均６件

当事業の実施により、２倍以上の増加を目標
実績

前年度までの
主な増減理由

H28：福井企業家特別セミナーを廃止し、福井ビズカフェに一本化
H29：女性創業チャレンジ支援補助金廃止
　　 ピッチイベントの開催

区　　　　　　分 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

当 初 予 算 額 の 推 移 5,350

事業見直しのため、創業相談窓口のみ継続２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

予算額

5,350 5,350

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 H33

補助率 定額 法 定 受 託 事 務

事業主体 (公財）ふくい産業支援センター
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算
事業
開始
年度

そ の 他

ふくい創業者育成プロジェクト事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 三上茂輝
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課長名

■ ■ H29 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 3 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

ＩｏＴ・ＡＩ普及促進事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 三上茂輝

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、委託、補助 補 助 金 H33

事業主体 県、（公財）ふくい産業支援センター
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 1/2、2/3、定額 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 革新と創造で伸びゆく福井の企業

［事業目的］

　県内企業におけるＩｏＴ・ＡＩの導入を促進し、業務効率化による生産性向上を図るとともに、新しいビジネスの創造を促進する。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な産業
関連する県の計画等 〔 福井経済新戦略

（１）福井県ＩｏＴ推進ラボ運営事業
　　①県内企業を対象としたセミナーの開催（２回）
　　②県内先進企業への現地視察会

（２）ＩｏＴ・ＡＩ・ロボット等導入促進事業補助金【補助金】

（３）ふくいＡＩビジネス・オープンラボの運営【補助金】
　　　県産業情報センター内に設置した「ふくいＡＩビジネス・オープンラボ」の運営を強化し、県内企業へのＡＩ・ＩｏＴ等の導入を加速させる。

［受益者］ ＩＴ人材が不足している企業 ［想定される受益者数］ 1000人

前事業の有無・実績 市町との連携状況

事業名

○セミナー
　５／１５、１１／７開催
○ＩｏＴ・ＡＩ等導入促進事業補助金
　１０件採択予定
○ふくいＡＩビジネス・オープンラボ
　１１／７日オープン
○専門家派遣
　６件

福井県ＩｏＴ推進ラボ運営事業、ＩｏＴ・ＡＩ等導入促進
事業、産学官連携ＡＩビジネス創業支援事業を整理統合

□ 拡充 □ 縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了
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課長名

■ ■ H29 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 3 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

50,102

17,857 18,888

17,442

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

(6) (17)

11 10

(1,000)

■ 無

□ 有

ＩｏＴ・ＡＩ普及促進事業

部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 三上茂輝

事業主体 県、（公財）ふくい産業支援センター
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、委託、補助 補 助 金 H33

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

63,229 31,614 31,615 地方創生推進交付金

1/2、2/3、定額 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 63,229

福井県ＩｏＴ推進ラボ運営事業、ＩｏＴ・ＡＩ等導入促進事業、産学官連携ＡＩビジネス創
業支援事業を整理統合

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標
補助金を活用してＩｏ
Ｔ・ＡＩ・ロボット導入
する企業

(9)
ＩｏＴ５社、ＡＩ２社、ロボット２社

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

２９年度は予算総額を超える申請があったため、３０年度は補助金総額を増額

区　　　　　　分 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況

【石川県】
　○業務効率化・省力化に向けた企業のＩｏＴ化推進事業（補助金）
　　補助率　１／２　補助上限１，０００千円
　○いしかわＡＩ・ＩｏＴ技術支援工房

【富山県】
　○富山県ＩｏＴ導入モデル事業費補助金
　補助率　１／２　　補助上限２，０００千円

関連事業の有無・
役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標 ラボ利用者数
(1,000)
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課長名

■ ■ H29 年度

□ 経過年数 年度

□ ■ 3 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

宇宙技術および科学の国際シンポジウム（ＩＳＴＳ）開催事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 三上茂輝

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、負担金 補 助 金 H31

事業主体 県、福井市、ＩＳＴＳ福井大会地元事業実行委員会
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 　－ 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 革新と創造で伸びゆく福井の企業

［事業目的］

　国内外から多数の来訪者が見込まれる「第３２回宇宙技術および科学の国際シンポジウム（ＩＳＴＳ）」（主催：（一社）日本航空宇宙学会、ＩＳＴＳ組織委員
会）が６月に福井市で開催される。ＩＳＴＳに向けて、県民への周知・広報、開催機運の醸成を図るとともに、大会期間中は県民向けに宇宙関連事業を実施すること
で、県民の科学・宇宙技術への興味を育むほか、県内企業が宇宙技術に関する最新の知見を吸収し、宇宙産業の振興につなげる機会とする。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な産業
関連する県の計画等 〔 福井経済新戦略

（１）地元主催事業の実施
　　　ＩＳＴＳ福井大会の開催に合わせ、県民向けに教育・産業・普及啓発など宇宙に関連した事業を実施するとともに、
　　　ＩＳＴＳ参加者に対して地元としてのおもてなしを行う。
（２）県民への周知・広報、開催機運醸成
　　　ホームページやメディアを用いて、ＩＳＴＳ福井大会の周知・広報を行い、県民のＩＳＴＳ福井大会への参加を促す。
（３）地元負担金
　　　ＩＳＴＳ組織委員会に対して、地元負担金を支払う。
（４）地元事業実行委員会の開催
　　　地元事業実行委員会を開催し、大会期間中に実施する地元主催事業の内容の確認および各機関の役割分担について　調整を行う。

［受益者］ 県内企業等 ［想定される受益者数］ ５５企業

前事業の有無・実績 市町との連携状況 地元主催事業等を福井市と応分負担して実施

事業名

平成３０年　６月　４日　ＩＳＴＳ福井大会地元事業実行委員会
　　　　　　　　　　　　設立および第１回会議開催
平成３０年　８月１０日　地元事業実行委員会ホームページ開設
平成３０年　８月２２日　小中学生を対象に、県内宇宙関連企業・
　　　　　　　　２４日　施設訪問ツアーを実施
平成３０年１０月２５日　「宇宙博 in ふくい」開催
　　　　　　　　２６日　（「テクノフェア2018」への出展）
平成３０年１１月１３日　第２回地元事業実行委員会会議開催
平成３１年　３月１６日　「はやぶさ２ 講演会」開催
平成３１年　３月２０日　第３回地元事業実行委員会会議開催

　福井市と協力して地元主催事業の実施や県民への周知・
広報、開催機運の醸成を図る

□ 拡充 □ 縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

- 13 -



課長名

■ ■ H29 年度

□ 経過年数 年度

□ ■ 3 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

1,820 4,633

1,496 4,198

1,360

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

(20) (35) (50) (55)

25 43 51

(500) (500)

950 1,200

□ 無

■ 有

宇宙技術および科学の国際シンポジウム（ＩＳＴＳ）開催事業

部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 三上茂輝

事業主体 県、福井市、ＩＳＴＳ福井大会地元事業実行委員会
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、負担金 補 助 金 H31

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

11,135 5,567 5,568 地方創生推進交付金

－ 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 11,135

ＩＳＴＳ福井大会開催年であり、地元主催事業の実施等による予算額増２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標
宇宙分野へ参入する
県内企業数

(目標) (55)
・宇宙産業創出研究会の参画企業数

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

ＩＳＴＳ福井大会に向けた事業の実施

区　　　　　　分 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況

【１】愛媛県
    第31回愛媛・松山大会［開催期間：H29.6.3～9］
   　　H28、H29予算額：12,337千円（県負担分）

【２】兵庫県
　　第30回兵庫・神戸大会［開催期間：H27.7.4～10］
　　 　H25～27予算額：20,000千円（県負担分）  等

関連事業の有無・
役割分担

・県民衛星プロジェクト支援事業
・宇宙産業拡大支援事業事業名

（役割分担）

県内企業が中心となって行う県民衛星の開発・打上げを支援するとと
もに、衛星から取得したデータについて防災監視分野や農業分野など
への活用や、県内の子どもたちが宇宙科学に関心を持ってもらうよう
教育に役立てるなど、様々な行政分野に活用を図る。

活動指標
展示会来場者、イベント
参加者数

(目標) (5,000) ・出展する展示会ブースの来場者
・主催する宇宙に関するイベント等の参加者

実績
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課長名

■ □ H30 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 2 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

学生ベンチャー・チャレンジ応援事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 内 部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 三上　茂輝

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 H32

事業主体 (公財）ふくい産業支援センター
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 定額 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 人口減少に歯止めをかける徹底戦略

［事業目的］

大学での研究成果や学生の斬新なアイディアを活かした起業へのチャレンジを応援する。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な社会
関連する県の計画等 〔 福井経済新戦略

◆福井県産業情報センターに入居して起業を行う県内学生に対し、活動経費を助成する。
（１）会社設立にかかる経費の支援
（２）産業情報センター（スタートアップエリア）入居費の支援
（３）福井県公設試使用料等の支援

［受益者］ 起業する学生等 ［想定される受益者数］ ３人

前事業の有無・実績 市町との連携状況

事業名

・県内の高校生を第1号として決定し、起業に必要な経費を支援し
た。

・事業の広報費を追加

□ 拡充 □ 縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了
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課長名

■ □ H30 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 2 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

2,850

1,750

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

(3)

(30)

□ 無

■ 有

学生ベンチャー・チャレンジ応援事業

部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 三上　茂輝

事業主体 (公財）ふくい産業支援センター
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 内

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 H32

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

2,865 2,865

定額 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 2,865

・事業の広報費を追加２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標
産業情報センターによる
助成件数

(目標) (2)
学生の県産業情報センター入居状況（H29:1件）

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

事業名 ふくい創業者育成プロジェクト

（役割分担）

県産業情報センターに入居し起業を目指す学生に対し、起業にかかる
経費助成と併せて、創業マネージャーによる事業所立ち上げや経営に
関するサポートを行い、研究成果や斬新なアイディアのビジネス化を
支援していく。

活動指標
産業情報センターによる
学生等のイベント参加数

(目標) (30)
ハッカソン等のイベントへの学生の参加者数

実績
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課長名

■ ■ H25 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 7 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

福井しあわせ健康産業創出支援事業

区分 拡充 経費区分 政策的経費 シーリング 一部内 部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 三上　茂輝

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、委託、補助 補 助 金 H33

事業主体 県、県内企業
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 1/2 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 革新と創造で伸びゆく福井の企業

［事業目的］

県民の疾病予防による健康寿命（健康で自立して暮らすことができる期間）の延伸、医療・介護体制の充実による介護負担の軽減につながる「福井しあわせ健康産
業」を創出するため、県内企業の技術力と、医療・介護・健康分野の現場ニーズを組み合わせて、マッチングと販路開拓の支援を行う。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な産業
関連する県の計画等 〔 福井経済新戦略

Ⅰ 福井しあわせ健康産業協議会運営事業
　（1）福井しあわせ健康産業協議会会議の開催（運営委員会、総会）（2）顧問の配置（２名）

Ⅱ 医療・介護産業販路開拓支援事業
　（1）医療・介護現場や医療機器メーカーとのマッチング支援
　　①現場ニーズと県内企業のシーズの情報交流会　②医療・介護現場見学会　③国内医療機器製造販売企業と県内企業のビジネスマッチング支援
　（2）福井しあわせ健康産業創出支援事業補助金
　　①学会、展示会への出展補助［補助率１/２、上限２００千円×５件］　②マッチングニーズの実証化補助［補助率１/２、上限５００千円×４件］

Ⅲ ビジネスプラン創出研究会の開催
　（1）ビジネスプランを創出するための研究会を設置　（2）コーディネーターの配置（１名）（3）成果事例紹介・ヘルスケア事業施設の視察　(4)県内市場調査

Ⅳ ヘルスケア意識を啓発するイベントの開催

［受益者］ 県内ものづくり企業 ［想定される受益者数］ ７６６企業

前事業の有無・実績 市町との連携状況

事業名

・協議会に顧問を配置し、大学や県外企業とのマッチングを推進
・大阪商工会議所が事務局を務める、関西医療機器産業支援ネット
ワークに参加し、近畿経済産業局内の他府県と連携を強化

・大手医療機器メーカーとの個別マッチング会を廃止
■ 拡充 □ 縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了
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課長名

■ ■ H25 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 7 年

(諸)

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

17,968 15,506 10,255 8,651

14,758 11,991 8,874 8,024

12,082 11,991 6,846

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

(12) (12) (12) (12)

12 12 12

(12) (12) (12) (26)

6 11 8

■ 無

□ 有

福井しあわせ健康産業創出支援事業

部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 三上　茂輝

事業主体 県、県内企業
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 拡充 経費区分 政策的経費 シーリング 一部内

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、委託、補助 補 助 金 H33

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

13,200 8,311 300 4,589

地方創生推進交付金　3,747千円
地域活性化雇用創造プロジェクト補助金　4,564千円
出展料企業負担金　300千円

1/2 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 13,200
・大手医療機器メーカーとの個別マッチング会を廃止
・ビジネスプラン創出研究会を新たに設置
・県民向けヘルスケア意識の啓発イベントを開催

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標
医療学会への出展支援等
による商品化数

(目標) (12) ・H30：12件　（H26：12件  H27：12件　H28：12件  H29：12件）　政策合意項目

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

・補助金の補助限度額の変更
・HOSPEXへの共同出展から東京都文京区本郷地域での展示商談会開催への変更
・「福井しあわせ健康産業協議会」の設置に伴う運営費および顧問配置の費用を計上

区　　　　　　分 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況 全国の次世代ヘルスケア産業協議会設立数40件（H31.2月末現在）
関連事業の有無・

役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標
医療学会、医療機器展示
会への出展支援件数

(目標) (19)
本郷展示商談会：15件、補助金による出展支援4件

実績
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課長名

■ ■ H30 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 2 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

ロボット導入支援事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 内 部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 三上茂輝

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営・委託 補 助 金 H32

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 － 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 革新と創造で伸びゆく福井の企業

［事業目的］

生産性の維持・向上が困難な状況にある県内企業の生産現場へのロボット導入を促進するため、ロボットシステムの企画、構築、運用等の指導を実施する。また、ロ
ボット研究会を立ち上げ、ロボット等の自動化技術の最新技術を提供するとともに、オープンイノベーションによる医療・介護分野等のロボットシステム開発グルー
プの創出を目指す。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な産業
関連する県の計画等 〔 福井経済新戦略

（1）ふくいロボットテクニカルセンター運営費
　①顧問の配置
　②ふくいロボットテクニカルセンター広報用パンフレット作成
　③企業の現場で実際にロボットを操作する社員向けのシステム研修等を実施
　④操作安全研修（ロボットを操作するために受講しなければならない研修）
　⑤操作研修（センターに導入したロボットを操作するための講習）
　⑥ＳＩｅｒ研修（センター職員や既にロボットを導入した企業の社員向けの高度なロボットシステム構築のための研修）

（2）ロボット研究会の開催
　①ロボット先端技術視察（１回）
　②ロボットシステム開発の最新技術セミナー（１回）

［受益者］ 県内ものづくり企業 ［想定される受益者数］ ７６６企業

前事業の有無・実績 市町との連携状況

事業名

・ロボットテクニカルセンターにおいて顧問による県内企業へのロ
ボット活用指導を行い、県内企業の生産現場へのロボット導入を支
援

・顧問の活動日数を削減
・県内企業の人材育成のため、ロボット研究会を開催

□ 拡充 ■ 縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了

△ 994
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課長名

■ ■ H30 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 2 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

5,666

5,666

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

(15)

(35)

■ 無

□ 有

ロボット導入支援事業

部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 三上茂輝

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 内

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営・委託 補 助 金 H32

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

4,672 2,336 2,336 地方創生推進交付金

－ 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 4,672

・顧問の活動日数を削減２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標
県内企業へのロボット導
入数

(目標) (15)

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況
・神奈川県相模原市でさがみはらロボット導入センターが稼働中
・岐阜県各務原市でロボットSIセンターが稼働中

関連事業の有無・
役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標
県内企業へのロボット活
用指導数

(目標) (35)
工技センターロボット担当者7名×5社

実績
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課長名

■ ■ H31 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 1 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

宇宙産業拡大支援事業

区分 新規 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 三上茂輝

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法  直営、補助 補 助 金 H33

事業主体  県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率  1/2 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 革新と創造で伸びゆく福井の企業

［事業目的］

　県内宇宙産業を拡大していくためには、既に参入した企業の取組みを拡大するとともに新たに衛星製造やソフトウェア開発に取り組む県内企業・人材の拡大が必要
となっている。そのため、県内企業の超小型人工衛星の製造から運用に係る取組みを強力に支援するとともに、県内システム系企業でのソフトウェア開発に対する支
援を行い、宇宙産業の裾野拡大を図る。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な産業
関連する県の計画等 〔 福井経済新戦略

（１）多種多様な超小型人工衛星の製造・運用に係る人材育成事業
・超小型人工衛星の製造から運用に係る国内トップクラスの研究員を招聘し、県内企業の超小型人工衛星の製造や運用面での取り組みを支援するとともに、将来の宇
宙産業の人材を育成
　
（２）衛星データ利活用ソフトウェア開発支援による新規人材確保事業
・県内企業が自由に利用できる2.5m分解能の衛星データポータルを運用し、全国に先駆けて衛星データを活用したソフトウェア開発を促進
・衛星データを活用した民間需要向けソフトウェアを開発する企業に対し、開発費の一部を補助（補助率　１／２）

（３）県民衛星への開繊ＣＦＲＰ搭載に向けた研究開発
・航空機や自動車への活用に向けて研究が進んでいる開繊ＣＦＲＰについて、市場を宇宙分野にまで拡大するため、宇宙機器への活用に向けた研究開発を支援

［受益者］ 県内企業等 ［想定される受益者数］ ５０企業

前事業の有無・実績 市町との連携状況

事業名

□ 拡充 □ 縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了
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課長名

■ ■ H31 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 1 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

(20) (35) (50) (55)

25 43 51

□ 無

■ 有

宇宙産業拡大支援事業

部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 三上茂輝

事業主体  県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 新規 経費区分 政策的経費 シーリング 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法  直営、補助 補 助 金 H33

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

43,562 34,322 9,240
地方創生推進交付金　878千円
地域活性化雇用創造プロジェクト補助金　33,444千円

 1/2 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 43,562

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標
宇宙分野へ参入する
県内団体数

(目標) (55)
・宇宙産業創出研究会の参画企業数

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

・県民衛星プロジェクト支援事業
・宇宙技術および科学の国際シンポジウム（ＩＳＴＳ）開催事業事業名

（役割分担）

県内企業が中心となって行う県民衛星の開発・打上げを支援するとと
もに、衛星から取得したデータについて防災監視分野などへの活用
や、県内の子どもたちが宇宙科学に関心を持ってもらうよう教育に役
立てるなど、様々な行政分野に活用を図る。

活動指標
(目標)

実績
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課長名

■ □ H31 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 1 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 拡充 □ 縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

（１）「移住創業支援金」の支給
　　東京圏から移住し、県内で創業する者を対象に「移住創業支援金」を支給
　　支給対象者：①東京２３区の在住者、または、
　　　　　　　　②東京圏（東京都、埼玉県、千葉県および神奈川県）に在住する２３区への通勤者で、県内に移住し創業した者
　　支給額　　：最大３００万円　補助率３／４
　　補助件数　：３件

（２）「移住創業支援金」審査会の開催

［受益者］ 東京圏から移住し、県内で創業する者 ［想定される受益者数］ ３人

前事業の有無・実績 市町との連携状況

事業名

〕
政　　策  〔 人口減少に歯止めをかける徹底戦略

［事業目的］

東京圏から移住し、県内で創業するＵ・Ｉターン者のスキルを活かした創業を支援し、県内産業の活性化を図る。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な社会
関連する県の計画等 〔 福井経済新戦略

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 H33

事業主体 (公財）ふくい産業支援センター
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 定額 法 定 受 託 事 務 そ の 他

Ｕ・Ｉターン移住就職等支援事業

区分 新規 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 三上　茂輝
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課長名

■ □ H31 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 1 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

□ 無

■ 有

②学生ベンチャー・チャレンジ支援事業

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

事業名 ①ふくい創業者育成プロジェクト

（役割分担）

県産業情報センターに入居し起業を目指す学生に対し、起業にかかる
経費助成と併せて、創業マネージャーによる事業所立ち上げや経営に
関するサポートを行い、研究成果や斬新なアイディアのビジネス化を
支援していく。

活動指標 セミナーへのブース出展
(目標) (1)

移住就職フェア（東京）

実績

成果指標
産業情報センターによる
助成件数

(目標) (3)
東京圏からの移住創業者（Ｈ29　1人）

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 9,199

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

H33

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

9,199 3,099 6,100 地方創生推進交付金

定額 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 三上　茂輝

事業主体 (公財）ふくい産業支援センター
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 新規 経費区分 政策的経費 シーリング 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金

Ｕ・Ｉターン移住就職等支援事業
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